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　1月 14日に、花園・藤沢地区の活性化計画である『ふかや緑の回廊』
基本構想が策定されました。
 『ふかや緑の回廊』基本構想は、植木や花きの一大産地である花園・
藤沢地区の特色を活

い

かした「緑によるまちづくり」を目指すことによ
り、地域産業全体の活性化を図ろうとするものです。
　今後は、地域産業の育成と地域の活性化を推進するため、下の４つの
基本方針に基づき、地域にお住まいの皆さんや地域の事業所などが参
画・協働しながら、この地域へ多くのかたがたに訪れていただけるよう、
ふかや緑の回廊推進協議会を中心に、さまざまな事業を実施し、魅力あ
るまちづくりを展開していく予定です。

ー緑をはぐくみ・楽しむ地域づくりー

　　

ちんしもっこう

深谷市長

新 井 家 光

　未
いま

だ寒さは厳しい
ところですが、立春
という言葉を聞く
と、心に暖かさが宿
る気がいたします。
前日の「節分」に食
べる豆は、自分に訪
れた春の数を表すも
のでもあります。

混合遺伝ではなく、遺伝粒子（後の遺伝子）に
よって受け継がれるという粒子遺伝を提唱した
のです。次世代に受け継がれていく遺伝子が明
確になったことで、親から子、子から孫への責
任が明確になったともいえます。
　本市では平成 17 年度より、「子どもの笑顔
があふれる 子育て応援のまち ふかや」を基本
理念とした「深谷市次世代育成支援行動計画」
を策定し、このたび後期計画の作成に着手いた
しました。すべての家庭が子育てを通して、生
活に喜びと安らぎを感じるとともに、未来を担
う子どもが健やかに成長していけるよう、地域
全体で子育てを応援していくまちづくりを進め
てまいります。
　遺伝現象は複雑ですが、メンデルは遺伝をつ
かさどる要素（遺伝子）の存在を証明し、遺伝
現象が単純な法則で説明できることを明らかに
しました。子育ても、本来は単純で素朴なはず
です。素朴で単純だからこそ、一粒の豆の育成
には、土のぬくもり、良好な土壌が大切です。
子育ての土壌である社会的サポートを、われわ
れは責任を持って行ってまいります。

　春は、土の中からも、その訪れを見ることが
できます。厳冬に蒔

ま

かれたエンドウ豆の小さな
若葉が、霜の立つ黒土から顔を出し始めていま
す。新たに受け継がれた、生命の息吹が感じら
れます。
　エンドウ豆はまた、生命の連鎖の解明に大き
く寄与したことでも有名です。今から 145年前
のオーストリアで、司祭であったグレゴール・
ヨハン・メンデルは、来る日も来る日もエンド
ウ豆の種と格闘していました。メンデルはエン
ドウ豆の形態に注目して交配実験を行い、形態
の遺伝が一対の遺伝粒子を仮定することで説明
できることを発見しました。つまり、遺伝形質
は交雑とともに液体のように混じり合っていく
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■問い合わせ　協議会事務局・花園商工会（☎ 584‐2325）
　　　　　　　農業振興課（☎ 574‐6648）

緑・自然環境の
保全と活用

◆地域イメージ向上のための緑
化推進

◆来訪者に楽しみ・親しんでも
らうための環境づくり

1 緑の生産と
産業活動の強化

◆地域産業の販売促進プロモー
ション

◆花と植木のまちの情報発信
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地域と広域の交流
ふれあいの創出

◆地域資源を活かしたイベント
開催

◆地域内での回遊行動や時間消
費の誘導・支援

3 緑・自然を支える
地域活動の展開

◆緑・自然をはぐくむ次世代の
人材づくり

◆緑・自然環境を守り・はぐく
む多参画型まちづくり
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『ふかや緑の回廊』基本構想の策
定に当たっては、商工業関係者や
農業関係者、自治会といった地域
住民の皆さんが協議会を立ち上
げ、検討を重ねました。
　1月 15 日には、協議会から新
井市長へ、策定された基本構想の
完成報告がされました。

⬇ ⬇
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生産農地などと一体となった緑
豊かなまちづくりの実現

地域農業の持続的事業展開と担
い手の確保

年間を通じて緑や地域文化を楽
しむ来訪者の増大

多くの人たちが、参画する地球
環境貢献型まちづくりの実現


